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はじめに

令和２年度は、第Ⅳ期中期経営計画（令和2年度～令和4年度）の初年度であり、計画の

運営基本方針で定めた「サービス＝利用者の満足、家族の安心、地域の信頼を得る福祉サ

ービスの提供」「人材＝人を育て、人を活かし、人を大切にする職場環境の確立」「経営＝

透明性、安定性、効率性を追求した経営マネジメントの実践」「地域＝地域に根差し、地

域に開かれ、地域と共に歩む施設運営の推進」の４つの柱を経営方針の基本として運営を

行ったところであります。

また、元年度末から全国的に感染が広がった新型コロナウイルスの感染予防のため、年

度当初に法人内に新型コロナウイルス感染症対策本部を設置し、その対応に終始した１年

度でもありました。各施設とも地域交流や施設外活動等の事業が計画どおり実施ができな

い状況の中、工夫を凝らし利用者のサービス低下にならないこと、ストレスが蓄積しない

ことに最大限留意し、感染予防の制約の中で運営がなされたところです。

さらに、感染症予防対策の推進のため、国の交付金事業の導入等により感染者隔離用簡

易居室、パーテーション等の施設設備や空気清浄機等の備品、各種衛生資材の購入など感

染症予防体制の充実に取り組みました。

施設・設備の整備については、利用者の快適な、安全、安心な環境整備のため、各施設

の改修、修繕をはじめ、空調設備の整備、ＡＥＤの設置等年次計画に沿って対応したとこ

ろですが、大規模な修繕や施設の増設等多額の事業費が必要なものについて、助成金など

の財源確保ができず、繰り延べになっている事業もあり、引き続き各種助成事業の導入や

計画的な資金の準備等、財源確保に向けた努力が必要な状況です。

利用者の状況は、入所施設においては入所者5名、退所者6名、グループホームにおいて

は契約開始1名、契約終了2名、通所施設においては、契約開始3名、契約終了3名となって

おり、各施設とも入退所があるものの概ね定員を満たした運営がなされていますが、入所

者の退所等により定員を下回っている施設もあることから、年間を通じて安定的に定員を

確保できるよう努めてまいります。

職員の確保については、新卒採用が、平成29年度以降4年に渡り応募がない状況であり、

本年度におきましても、再雇用や中途採用等により対応を図ったところです。特に社会人

経験者枠による正規採用制度を新設するとともに、職員の紹介によるリファラル採用の推

進などにより、年度中の採用職員は14名（令和3年4月1日採用含む）となっており、退職

職員（12名）を上回る人員の確保により、令和3年度当初では、令和2年度当初対比で2名

増の126名を確保することができました。しかし、人材の確保は年々厳しさを増しており、

雇用条件の改善や魅力ある職場づくりを実施しながら、新たな手法等も検討の上、引き続

き必要な人材の確保に努めてまいります。

人材確保に向けた給与、就業制度等処遇の見直しについては、夜勤手当、資格手当の引

上げを図るとともに、臨時職員等の賃金の引き上げや特別休暇の見直し図るなど改善に努

めました。

また、給与明細書のメール送付への切り替えや各施設長専用のメールアカウントの追加

等によるペーパーレス化などＩＣＴを活用した業務の効率化を推進しました。

社会福祉法人ふじの実会は、その設立の原点を再確認し、社会福祉法人ふじの実会経営

理念を実践するため、「地域に根ざし、地域に開かれた施設運営」を基本に、人と人との

つながりを大切にし、真に福祉を実現するため地域との交流の深まりの中で「生命の尊さ」

「勤労の喜び」「感謝の気持ち」がわかり、「いつでも、どこでも、誰からも愛される」施

設づくりを目指し、より一層、利用者のライフワークに応じた多様な支援ができるよう努

めてまいります。

また国連サミットで採択された2030年を目標とするＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）に

ついては、それが目指す「だれ一人取り残さない社会」の実現が、社会福祉法人ふじの実

会の経営理念に通じるものであり、地域社会を構成する法人として、ＳＤＧｓの達成に向

けた具体的な取組について調査研究を行い、その推進を図ってまいります。
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第１ 法人本部

１ 法人組織体制(令和3年３⽉31⽇現在)

監 事 理 事 会 評 議 員 会

及 川 孝 雄 理事長 畠 山 博 阿 部 享 一 佐 藤 和威治

鈴 木 求 常務理事 畠 山 弘 一 小 山 智 千 葉 幸 子

監事の任期 理事 小野寺 源 七 葛 城 行 將 千 葉 芳 三

令和3年6月 理事 菊 地 平 一 熊 谷 三千代 畠 山 敏 朗

理事 須 藤 久 輝 佐 川 勝 弘 皆 川 冨 雄

理事 髙 橋 新 治 評議員の任期 令和3年6月

理事 千 田 博

評議員選任解任 理事 千 葉 光 恵 サービス適正化委員会

委員会 理事 畠 山 憲 一 工 藤 博 信

工 藤 博 信 理事の任期 熊 谷 ひろ子

小野寺 健 一 令和3年6月 三 浦 康 夫

千 田 公 三 小野寺 健 一

及 川 孝 雄 村 上 義 栄

千 葉 ゆかり 委員の任期 令和3年9月30日

委員の任期 令和6年6月

法人本部

指定障害者支援施設 障害福祉サービス事業所 グループホームふじの花 地域活動支援セ

ふじの実学園 ワークジョイふじの実 (共同生活住居) ンター

第二ふじの実学園 ワークジョイかわさき なみきホーム うまっこひろば

短期入所事業所 地域生活支援事業 にいぬまホーム

ふじの実学園 ワークジョイふじの実 たてさかホーム

第二ふじの実学園 ワークジョイかわさき たけこまホーム

地域生活支援事業 ならいホーム

ふじの実学園 くぼたホーム

第二ふじの実学園 かんとりぃホーム

あかにわホーム

施設長 施設長 管理者 施設長

総務課長 サービス管理責任者 サービス管理責任者 相談支援専門員

支援課長 職 員 職員・世話人 職 員

サービス管理責任者

職 員

利 用 者
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2 理事会の開催状況（５回）
開催日 提 出 案 件 等

6月 5日 報告第1号 予備費の使用について（ワークジョイふじの実拠点区分）

議案第1号 令和元年度事業報告の承認について

議案第2号 令和元年度決算の承認について

議案第3号 社会福祉充実計画について

議案第4号 車両運搬具取得積立金の取り崩しについて（ワークジョイふじの実拠点区分）

議案第5号 車両運搬具取得積立金の取り崩しについて（ワークジョイかわさき拠点区分）

議案第6号 施設整備等積立金の積立について（ふじの実学園拠点区分）

議案第7号 施設整備等積立金の積立について（第二ふじの実学園拠点区分）

議案第8号 施設整備等積立金の積立について（ワークジョイふじの実拠点区分）

議案第9号 施設整備等積立金の積立について（ワークジョイかわさき拠点区分）

議案第10号 事業運営積立金の積立について（ふじの実学園拠点区分）

議案第11号 事業運営積立金の積立について（第二ふじの実学園拠点区分）

議案第12号 事業運営積立金の積立について（ワークジョイかわさき拠点区分）

議案第13号 工賃変動積立金の積立について（ワークジョイふじの実拠点区分）

議案第14号 設備等整備積立金の積立について（ワークジョイかわさき拠点区分）

議案第15号 令和２年度社会福祉法人ふじの実会資金収支第１次補正予算について

議案第16号 社会福祉法人ふじの実会経理規程の一部を改正する規程の制定について

議案第17号 社会福祉法人ふじの実会人事考課規程の一部を改正する規程の制定について

議案第18号 障害福祉サービス事業所ワークジョイふじの実運営規程の一部を改正する規

程の制定について

議案第19号 社会福祉法人ふじの実会評議員選任候補者の推薦について

議案第20号 定時評議員会の開催日時及び場所並びに議事に付すべき事項について

9月17日 議案第1号 令和２年度社会福祉法人ふじの実会資金収支第２次補正予算について

11月 4日 議案第1号 令和２年度社会福祉法人ふじの実会資金収支第３次補正予算について

12月11日 報告第1号 予備費の使用について（ふじの実学園拠点区分）

議案第1号 社会福祉法人ふじの実会職員給与支給規則の一部を改正する規則の制定に

ついて

議案第2号 社会福祉法人ふじの実会職員転換制度規程の一部を改正する規程の制定に

ついて

議案第3号 令和２年度社会福祉法人ふじの実会資金収支第４次補正予算について

議案第4号 社会福祉法人ふじの実会評議員選任・解任委員会委員の選任について

3月23日 議案第1号 令和２年度社会福祉法人ふじの実会資金収支第５次補正予算について

議案第2号 社会福祉法人ふじの実会臨時職員等就業規則の一部を改正する規則の制定

について

議案第3号 社会福祉法人ふじの実会職員育児・介護休業等に関する規則の一部を改正

する規則の制定について

議案第4号 指定障害者支援施設ふじの実学園運営規程の一部を改正する規程の制定に

ついて

議案第5号 指定短期入所事業所ふじの実学園運営規程の一部を改正する規程の制定に

ついて

議案第6号 指定障害者支援施設第二ふじの実学園運営規程の一部を改正する規程の制

定について

議案第7号 指定短期入所事業所第二ふじの実学園運営規程の一部を改正する規程の制

定について

議案第8号 グループホームふじの花運営規程の一部を改正する規程の制定について

議案第9号 障害福祉サービス事業所ワークジョイふじの実運営規程の一部を改正する

規程の制定について
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議案第10号 障害福祉サービス事業所ワークジョイかわさき運営規程の一部を改正する

規程の制定について

議案第11号 令和３年度社会福祉法人ふじの実会事業計画について

議案第12号 令和３年度社会福祉法人ふじの実会資金収支予算について

議案第13号 社会福祉法人ふじの実会の重要な役割を担う職員の選任について

3 評議員会の開催状況（１回）
開催日 諮 問 案 件 等

6月23日 報告第1号 令和元年度事業報告

承認第1号 令和元年度決算承認について

承認第2号 社会福祉充実計画について

4 監査の状況（5回）
月日 内 容

5月14日 令和2年2月分、3月分会計監査及び業務監査並びに令和元年度決算監査

15日

8月26日 令和2年4月分、5月分、6月分会計監査及び業務監査

10月22日 令和2年7月分、8月分会計監査及び業務監査

12月22日 令和2年9月分、10月分会計監査及び業務監査

3月 5日 令和2年11月分、12月、令和3年1月会計監査及び業務監査

5 サービス適正化委員会の開催状況（２回）
開催日 内 容

10月 2日 苦情受付等の状況について

2月12日 苦情受付等の状況について

6 評議員選任・解任委員会の開催状況（２回）
開催日 内 容

6月 9日 評議員の選任について

12月18日 委員長の選任について

7 職員配置
施 設 名 令和2年度当初 増減 令和3年度当初 備考

法人本部 ５ ５

ふじの実学園 ２８ △１ ２７

第二ふじの実学園 ３７ ２ ３９

グループホームふじの花 ２０ ２０

ワークジョイふじの実 １５ １５

ワークジョイかわさき １４ １４

地域活動支援センターうまっこひろば ５ １ ６

計 １２４ ２ １２６

8 職員研修
【法人内研修】

研修名 内 容 実施日 受講対象者 受講者数

新採用職員研修 理事長講話（地域福祉の基本、職員 随時 新採用職員 11人

に期待すること ほか） （採用時） （臨時等含む）

就業規則等についての説明

施設見学研修
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コンプライアンス コンプライアンスについて 7月 全職員 99人

研修 各施設ごとに施設長を講師に実施

虐待防止研修 障害者虐待防止法の理解、実践現場 9月25日 課長級以上 14人

における権利擁護 他 他

交通安全研修 交通安全の基本について 9月 全職員 96人

各事業所運行管理者が実施 ～11月

人事考課研修 人事考課のルール 他 11月24日 主任、主幹の 19人

12月 4日 一次考課者

障がい者福祉専門 成年後見制度について 2月19日 主任、主幹 22人

研修 2月24日

【法人外研修】

研修名 実施者 実施日 受講者数

福祉職員生涯研修課程【管理職員編】 県社会福祉事業団 8月20日 4人

～8月21日

福祉職員生涯研修課程【中堅職員編】 県社会福祉事業団 8月27日 5人

～8月28日

9月8日

～9月9日

福祉職員生涯研修課程【チームリーダー編】 県社会福祉事業団 9月29日 4人

～9月30日

12月16日

～12月17日

福祉職員生涯研修課程【初任者編】 県社会福祉事業団 11月17日 3人

～11月18日

ＯＪＴ研修 県社会福祉事業団 10月9日 2人

メンタルヘルス研修【管理者編】 県社会福祉事業団 10月20日 1人

メンタルヘルス研修【セルフケア】 県社会福祉事業団 10月26日 2人

【サービス管理責任者研修】

研修名 実施者 実施日 受講者数

相談支援従事者初任者研修 岩手県 8月6日～8月6日 3人

サービス管理責任者基礎研修 岩手県 10月19日、10月29日 4人

サービス管理責任者等更新研修 岩手県 11月17日 1人

9 寄付の状況
（１）金員

年月 寄付目的 氏名又は名称 金額

ふじの実会（法人本部） 合計 30,000円

4月3日 事業運営費として 匿名 30,000円

ふじの実学園 合計 1,450,000円

4月16日 施設運営費として 藤原 直人 様 20,000円

12月21日 設備整備費として ふじの実会後援会 様 1,400,000円

3月24日 施設運営費として 鈴木 健治 様 30,000円

第二ふじの実学園 合計 130,000円

8月31日 施設運営費として 村上 孝一 様 30,000円

12月28日 施設運営費として 金野 善一 様 100,000円

ワークジョイふじの実 合計 38,700円

4月20日 売上還元 イオン東北㈱一関店 様 28,700円
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1月26日 施設運営費として ㈱サンギフト 様 10,000円

ワークジョイかわさき 合計 8,100円

4月22日 売上還元 イオンスーパーセンター㈱ 8,100円

一関店 様

総計 1,656,800円

（２）物品

年月 寄付目的 氏名又は名称 品名

第二ふじの実学園 合計 (431,898円相当)

4月3日 匿名 リハビリパンツ 112枚

8月31日 村上 孝一 様 車椅子（ティルト式普通型） 1台

（324,720円相当）

9月16日 一般財団法人生命保険協会 車椅子（アルミ製自走式） 1台

岩手県協会 様 （69,000円相当）

12月28日 匿名 紙オムツ、尿取りパット ほか

3月5日 三協フロンティア㈱ 様 電波時計 1個

（2,178円相当）

3月26日 公益社団法人24時間テレビ パルスオキシメーター 1台

チャリティー委員会 様 （36,000円相当）

ワークジョイふじの実 合計 (6,530円相当)

11月12日 黄海小学校 様 もち米 30㎏

黄海小学校ＰＴＡ 様

2月22日 匿名 ひな人形７段飾り(中古)1組

（6,530円相当）

総計 (438,428円相当)

10 施設・備品等の整備
内容 金額 備考

福祉の森システム更新 ３，７２３千円

給与ソフト更新 ６３３千円
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第２ ふじの実学園

１ 支援内容
事業名 定員 延べ利用者数

生活介護事業 ４０名 １０，１５２人

施設入所支援事業 ４０名 １３，５４７人

生活介護 農産花卉活動 実習田管理、季節の野菜栽培、季節の花苗栽培、動物の飼育

生産活動 電線屑の裁断処理作業、創作活動（壁面装飾）

生活活動 機能維持訓練、創作活動、音楽活動、ドライブ、スポーツ活

動、レクリエーション

地域移行 買い物訓練、調理実習

施設入所支援 日常生活支援 食事、入浴、排泄等の支援、生活等に関する相談及び助言

余暇支援 外出、レクリェーション、スポーツ

２ クラブ活動
クラブ活動名 実施回数 延べ利用者参加人数

エアロビクス ５０回 ８６３人（男性４５３人、女性４１０人）

音 楽 活 動 ２３回 ３６４人（男性１６１人、女性２０３人）

書 道 活 動 ３８回 ３３４人（男性１４７人、女性１８７人）

絵 画 活 動 ２４回 ２５５人（男性 ９０人、女性１６５人）

スポーツ １６回 １４６人（男性 ６４人、女性 ８２人）

ダンス ６回 ５１人（男性 ２０人、女性 ３１人）

写真 １１回 １００人（男性 ４０人、女性 ６０人）

３ 短期入所事業
利用実人数：７人 利用延べ日数：３６６日

４ ⽇中一時支援事業
利用実人数：８人 利用延べ日数：１９３日

５ 契約の状況（令和２年４⽉１⽇から令和３年３⽉３１⽇）
入退所 性別 出身市町村 入退所月 入所前の状況・退所後の状況

入 所 男 一関市 6月1日 地域生活

退 所 男 一関市 4月15日 他福祉事業所

退 所 男 一関市 ６月25日 介護老人保健施設

退 所 男 一関市 1月17日 死亡

６ 防災活動
月日 想定 目標及び内容

８月２４日 消防設備点検 委託業者点検

９月 ８日 夜間地震想定避難訓練 避難誘導訓練､緊急初動活動訓練等

１０月１６日 消防査察 消防立入検査

１１月 ６日 総合防災訓練 避難誘導訓練､通報訓練

２月２６日 消防設備点検 委託業者点検
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７ 施設実習受入及び地域交流参加状況
(1) 専門学校、短大、大学等

月日 人数 内 容

１１月９日～１１月１３日 ２名 盛岡大学短期大学部

(2) 施設体験実習

月日 参加人数 内 容

１０月５日～１０月９日 １名 一関清明支援学校高等部（日中のみ）

(3) 地域交流

月日 参加人数 内 容

４月１５日 ３１名 藤沢図書館出張お話会

６月１７日 ３０名 藤沢図書館出張お話会

８月１９日 ２９名 藤沢図書館出張お話会

１０月２１日 ２９名 藤沢図書館出張お話会

１２月１６日 ３４名 藤沢図書館出張お話会

２月１７日 ３２名 藤沢図書館出張お話会

１０月４日 ３名 秋季クリーンアップ一斉清掃

８ 個別支援計画
個別支援計画作成計画 モニタリング回数 ケア会議回数 アセスメント

１０７ １０８ １０８ ３

９ 施設・備品等の整備
内容 金額 備考

給湯ボイラー更新工事 ２，２３３千円

東棟男女デイルームエアコン設置工事 ２，３８７千円 後援会助成額１，４００千円

食堂、男女棟入口建具工事 ７１９千円

LAN配線、Wi-Fi設置工事 ５６８千円 新型コロナウイルス感染症緊急包

ステンレスワゴン購入 １０３千円 括支援事業

避難誘導灯更新工事 ２４２千円

ＡＥＤ設置 月額５,２８０円 メンテナンス付きリース契約（７年）
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第３ 第二ふじの実学園

１ 支援内容
事業名 定員 延べ利用者数

生活介護事業 ６０名 １５，６９２人

施設入所支援事業 ６０名 ２０，６９９人

日常生活に必要な心身機能や生活能力を維持し、社会性や協調性を身に

つけて健康で穏やかな意欲ある生活をおくるため以下の支援をしました。

・入浴、排泄、食事等の支援及び介助

日常生活支援 ・洗濯、掃除等の家事

・生活等に関わる相談や助言

・体験活動(ボランティア活動や花や野菜の栽培)

生活介護 ・創作的活動(手指の機能訓練、作品づくり)

・機能維持活動(健康体操、音楽療法、マッサージ等の外部講師活動、

健康器具での運動)

日中活動 ・社会参加(買い物、外食、図書館利用、地域行事へ作品出品参加等)

・リハビリテーション活動(作業療法士による個別リハビリ等)

・レクリエーション活動(体操、歩行運動、ゲーム、映画鑑賞等)

・リフレッシュ活動(バスドライブ等)

・リラクゼーション(マッサージチェア利用、足湯等)

・調理実習(おやつづくり)

・グループ活動(活動内での日帰り外出、施設内行事等)

・夢を叶えるプロジェクト(30コース、57名実施)

・8/7:夏祭り行事 ＊盆踊り大会に代わる施設内行事

・10/16:文化祭 ＊ふじの実祭に代わる施設内行事

・家族交流会(7/10:環境整備、9/11長寿を祝う会)年2回

施設内行事等 ・9/11:長寿を祝う会

・12/10:クリスマス忘年会

・1/18:歳祝いの会 ＊どんと祭に代わる施設内行事

・3/12:思い出の会

・季節の行事(節分、ひな祭り等)

夜間や休日における日常生活の支援と睡眠や休息により心身をリフレッ

シュすると共に、娯楽や外出の機会等を提供して安全で心穏やかな生活を

提供するため、以下の支援をしました。

施 設 入 所 ・入浴、排泄、食事等の支援及び介助

支援 日常生活支援 ・洗濯、掃除等の家事、生活等に関する相談、助言

・生活等に関わる相談や助言

余暇支援 ・音楽鑑賞やカラオケ、レクリエーション等

・長期休暇のお楽しみ行事(抽選会、おみくじ、おやつ屋等)

栄養ケアマネジメント 全利用者を対象とした食生活の向上、改善を行いました。

２ 短期入所事業
利用実人数：４人 利用延べ日数：１８７日

３ ⽇中一時支援事業
利用実人数：２人 利用延べ日数： ９８日
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４ 契約の状況（令和2年４⽉１⽇から令和3年３⽉３１⽇）
入退所 性別 出身市町村 入退所月 入所前の状況・退所後の状況

入所 男 一関市 ５月 在宅

女 奥州市 ８月 在宅

男 一関市 １１月 グループホーム(他法人)

男 一関市 ３月 病院

退所 男 奥州市 ８月 死亡(病院にて死亡)

男 一関市 １２月 死亡(病院にて死亡)

男 一関市 １２月 入院

５ 防災活動
月 日 想 定 目標及び内容

９月 ８日 夜間地震想定避難訓練 避難誘導訓練、緊急初動活動訓練等

８月２５日 消防設備点検 委託業者点検

１０月１６日 消防査察 消防立入検査

１１月 ６日 総合防災訓練 避難誘導訓練、通報訓練

２月２５日 消防設備点検 委託業者点検

６ 施設実習受入及び地域交流参加状況
（１）専門学校、短大、大学等

なし

（２）施設体験実習

なし

（３）地域交流

月日 参加人数 内容

５月２０日 ２０名 藤沢図書館出張お話会

７月１５日 １６名 藤沢図書館出張お話会

９月１６日 ２１名 藤沢図書館出張お話会

１１月１８日 １７名 藤沢図書館出張お話会

１月２０日 ２１名 藤沢図書館出張お話会

３月１７日 １８名 藤沢図書館出張お話会

７ 個別支援計画
個別支援計画作成件数 モニタリング回数 ケア会議回数

１４９件 １４９回 １４９回

８ 施設・備品の整備
内 容 金 額 備 考

多機能型簡易居室設置工事 ５，７２０千円 新型コロナウイルス感染症緊急包括

支援事業

灯油タンク･防油提交換改修工事 １，３２０千円

女子棟トイレ改修工事 ３，５５３千円

デスクトップパソコン(3台分) ３４３千円

包丁まな板殺菌庫購入設置費用 ５１２千円

浴室天井張替及び換気扇工事 ６２６千円

栄養ケアマネジメントバージョンアップ ２２６千円
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第4 グループホームふじの花

１ 支援内容
事 業 名 定員 実利用人数 延べ利用者数

共同生活援助（介護サービス包括型） ４３ ４３ １４，４０８

主に夜間の時間帯に、グループホームにおいて相談や日常生活上の援

共同生活援助 助を行っています。

(介護サービス包括型) 具体的には、食事の提供、通院付き添い、外出支援（買い物、娯楽等）、

各申請手続き代行、日常生活におけるアドバイス、金銭管理、身辺処理

支援、介助、健康管理等を行っています。

ホーム名 住 所 定員数
利用者数（3/31時点）

男性 女性 年齢構成

にいぬまホーム 藤沢町新沼字西風 10 5 5 34～40歳 7名

なみきホーム 藤沢町新沼字西風 7 5 41～50歳 15名

ならいホーム 藤沢町新沼字西風 4 4 51～60歳 10名

たてさかホーム 藤沢町藤沢字町 4 4 61～70歳 6名

たけこまホーム 藤沢町黄海字上場 5 5 71～78歳 3名

かんとりぃホーム 藤沢町藤沢字伏房 4 4 平均年齢51.8歳

あかにわホーム 藤沢町徳田字赤庭 6 6

くぼたホーム 千厩町千厩字久保田 3 3

計 43名 22名 19名

２ 契約の状況(令和2年4⽉1⽇から令和3年3⽉31⽇まで)
契約状況 性別 出身市町村 開始終了月 契約開始、終了前後の状況

開始 男性 一関市 1月 家庭より

終了
男性 奥州市 10月 家庭へ

女性 一関市 11月 入院中

３ 防災活動
月日 内 容 ホ ー ム 目 標 及 び 内 容

４月１４日 消防設備点検 あかにわホーム 委託業者点検

９月 ８日 夜間想定避難訓練 全ホーム 避難誘導訓練､緊急初動活動訓練等

９月１６日 消防設備点検 あかにわﾎｰﾑ以外のホーム 委託業者点検

１０月 ９日 消防設備点検 あかにわホーム 委託業者点検

１０月１４日 消防立入検査 たてさかホーム 消防設備及び管理状況の確認（指摘事項なし）

１０月２１日 消防立入検査 くぼたホーム 消防設備及び管理状況の確認（指摘事項なし）

１１月 ６日
土砂災害想定訓練 くぼたホーム 土砂災害危険区域による避難誘導訓練等

総合防災訓練 くぼたホーム以外のホーム 避難誘導訓練､緊急初動活動訓練等

２月 ９日 消防立入検査 にいぬま なみき あかにわホーム 消防設備及び管理状況の確認（指摘事項なし）

３月 ５日 消防設備点検 あかにわﾎｰﾑ以外のホーム 委託業者点検

４ 個別支援計画
個別支援計画作成件数 モニタリング回数 ケア会議回数

８３ ８３ １４６

5 利⽤者活動
内 容 名 称 月日 参加者数 備 考

旅行 利用者研修旅行 （日帰り） ７月２６日 ５名 館が森アーク牧場

6 施設備品等の整備
なし
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第5 ワークジョイふじの実

１ 利⽤状況
事業名 定員 実利用人員 延べ利用者数

生活介護事業 １５名 １８名 ３,６０７名

就労継続支援Ｂ型事業 ２０名 ２２名 ５,８１６名

２ 支援内容
（１）生活介護

バイタルチェック、移動、食事、排泄、整容、衛生等日常生活上の支援を個々の状態に合

わせて行いました。

また、手芸、塗り絵等の創作活動や、書道、ミュージックケア等の活動を提供しました。

健康維持のため、散策や歩行運動、軽スポーツに取り組みました。

生産的活動としてリサイクル活動や軽作業、野菜や果実等パウダー加工を行いました。

在宅の利用者で支援が必要な方に、通院支援や買い物支援を行いました。

（２）就労継続支援Ｂ型

ビューティフル藤沢整備事業の委託を受け、花苗を栽培して藤沢町内各自

園芸事業 治会へ配布を行っています。（42,000本）

また、花苗の他、ねぎ、ほうれん草、キャベツ、白菜等の葉茎菜類を中心

とした野菜を栽培し、販売を行いました。

一関市内や奥州市の企業から作業を請け負い、利用者の希望や適性に応

受託作業 じた作業を提供しています。

ほかに、タオルの名入等スクリーン印刷も行いました。

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により企業からの受注量が減少し、

また、多くのイベントが中止となったことで記念品等の受注がなく減収と

なりましたが、新たに３社の受注先を開拓し、収入の確保に努めました。

一関市国保藤沢病院内の売店「まごころ」の営業をし、食料品、日用雑

売店事業 貨等の販売を行っています。また、園芸事業で生産した野菜類や生活介護

の活動で製作した手芸品、ワークジョイかわさきのパンやシフォンケーキ

等、自主製品の販売も行っています。

週に１回、特別養護老人ホーム「光栄荘」において出張販売を行ってい

ます。

工賃の支給

生産活動に従事した利用者に、月額平均15,479円の工賃を支給しました。

（３）その他の活動

エアロビクス 月に１度、外部から講師を招いて実施し、心身のリフレッシュと健康

づくりに向け取り組みました。

和太鼓クラブ『瀾』 利用者の生きがいづくりと地域交流を目的に、練習に励みました。

（４）社会性の習得や充実した生活に向けた支援（季節行事等）

新型コロナウイルス感染症の拡大により、多くの地域行事やイベントが中止となり、また外

部の方や家族の方を交えての行事は実施できませんでしたが、規模を縮小したり、内容を工夫

し、感染症対策を十分行いながら、以下の行事を行いました。

項 目 開催日 参 加 者

ワークジョイふじの実入所式 ４月 １日 新規利用者および家族3名参加

ワークジョイふじの実夏祭り ８月 ８日 利用者35名参加

小旅行（猊鼻渓舟下り） １０月 ６日 利用者35名参加

利用者忘年会 １２月１５日 利用者37名参加

新年歳祝い １月２０日 利用者33名参加（うち歳祝い該当者4名)

思い出の会 ３月２５日 利用者35名参加
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（５）相談支援

サ－ビス内容や日常生活のことなどについて、地域活動支援センターうまっこひろばと連

携し実施しました。

３ 給食及び保健計画
（１）給食

個々のニーズに合わせた栄養量の確保と食の楽しみを提供するよう努めました。

（２）保健計画

日常の健康管理と、施設における各種健診・検査を実施し、家族と連携し、健康の維持・

増進に努めました。

受動喫煙の防止のため、敷地内の全面禁煙を実施しています。

（３）感染症対策

新型コロナウィルス感染症対策として、出勤時の検温、マスク着用、手洗い、消毒等の徹

底や、施設内の換気やアルコール消毒等の対策を講じたことにより、新型コロナウィルス感

染症だけでなく、インフルエンザやノロウィルス等も含め、感染症の発生はなく過ごすこと

ができました。

４ 契約の状況(令和2年4⽉1⽇から令和３年3⽉31⽇まで)
契約状況 性別 出身市町村 利用サービス 開始終了月 契約開始、終了前後の状況

開始 男 一関市 生活介護 ４月 支援学校高等部卒業

開始 男 一関市 就労継続支援B型 ４月 支援学校高等部卒業

開始 女 一関市 就労継続支援B型 ４月 支援学校高等部卒業

終了 男 奥州市 就労継続支援B型 １０月 自宅から､近くのB型事業所へ通所

５ 防災活動
月日 内 容

７月１６日 業者による消防用設備等点検

７月２８日 第1回避難訓練（火災想定）

１１月１１日 第2回避難訓練（水害想定及び消火訓練）

１月２６日 業者による消防用設備等点検

６ 施設実習受入状況
なし

７ 施設整備等の状況
内 容 金 額 備 考

送迎用ミニバン更新（トヨタ・ノア） ２,５６５千円 (公財)中央競馬馬主社会福祉財団より

助成 1,500千円

手洗い場給湯設備設置 ２２６千円 新型コロナウイルス感染症緊急包括支

援事業

ＡＥＤ設置 月額５,２８０円 メンテナンス付きリース契約（７年）
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第6 ワークジョイかわさき

１ 支援内容
事 業 名 定員 実利用人員 延べ利用者数

就労継続支援Ｂ型事業 ３０名 ３０名 ７，０８９名

食品加工作業
菓子（シフォンケーキ、クッキー、パン）等の生産

加工及び販売、販路拡大に取り組む。

地域の事業所等（大昌電子、SHOEI、ミドリ千厩工業）

受託作業 からの商品加工等の受託作業を取り組む。

就労継続支援Ｂ型 地域の事業所等（アグリテクニカ、農福連携：トマ

施設外作業
ト栽培）へ出向いて取り組み、南部一郎カボチャに

おいては約8.5アールの借地畑で栽培し、約50kg収穫

し、骨寺村荘園カボチャ研究会に納品。

２ その他の活動
（１）福利厚生的支援

月 日 内 容 参 加 者

７月 ４日 厳美方面外出（ドライブ） 利用者２６名

１０月 ９日 日帰り研修旅行（猊鼻渓舟下り・幽玄洞） 利用者２８名

１２月２３日 利用者忘年会 （事業所内） 利用者２３名

※殆どの行事やイベントが新型コロナウィルス感染拡大防止の為、中止となりました。

（２）相談支援

サービス内容や日常生活のことなどについて、地域活動支援センターうまっこひろばと

連携し実施しました。

３ 給食及び保健計画
（１）給食

適切な栄養摂取により健康を保持し、精神の安定を図りました。

（２）保健計画

朝礼時の健康体操、施設における各種健診・検査を実施し、家族やグループホームふじ

の花と連携し、健康の維持・増進に努めました。

（３）感染症対策

新型コロナウィルス感染症対策として各事業所と連携し、保護者からの協力も得てマニュ

アルに沿った対策を講じたことにより、インフルエンザ・ノロウィルス等も含め、感染症の

発生はなく過ごすことができました。

４ ⽇中一時支援事業利⽤状況
利用実人数：２人 利用延べ日数：５７日

５ 契約の状況(令和２年4⽉1⽇から令和３年3⽉31⽇まで)
契約状況 性別 出身市町村 開始終了月 契約開始、終了前後の状況

終了 男 一関市 ２月 千厩ワークプラザ

終了 女 一関市 ２月 大東町摺沢に住所変更



- 15 -

６ 防災活動
月日 想 定 目 標 及 び 内 容

６月１７日 防災訓練 地震想定訓練（避難・消火）

５月２６日 機器点検 消防設備点検（業者）

９月１６日 防災訓練 火災想定総合防災訓練（避難・通報・消火）

１０月１４日 防災訓練 洪水想定訓練（避難所迄の誘導訓練）

１１月１８日 機器点検 消防設備点検（業者）

７ 施設実習受入状況
（１）短大・大学等

なし

（２）特別支援学校・中学校等

なし

８ 施設備品等の整備
内 容 金 額 備 考

電話機更新 ５５０千円 親機・子機５台

食品作業棟屋根葺き及び １，２９８千円 食品加工

断熱工事

テーブル型冷蔵庫等 ２１８千円 冷蔵庫・ホイロ・オーブンの廃棄処分費含む

ＡＥＤ設置 月額５,２８０円 メンテナンス付きリース契約（７年）
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第７ 地域活動支援センターうまっこひろば

１ 事業内容
(1)基礎的事業 登録者数（令和３年３月３１日現在）１３２名（昨年度比34名増）

ア 創作活動及び生産 創作活動の提供

活動の機会の提供 ・調理サークル

（うまっこ食堂） 月1回（4回実施）

（スイーツ作り教室） 月1回（2回実施）

・音楽サークル 月1回（8回実施）

・エアロビサークル 月1回（11回実施）

生産活動体験

・プランターによる花卉･野菜等の生産

イ 社会との交流促進 地域行事への積極的な参加

・千厩夜市、一関ふれあいスポーツ大会

一関こころの文化祭、千厩産業文化祭

健康福祉祭、千厩ひなまつり会場

※新型コロナウィルス感染症予防対策の為中止

ワークジョイかわさきパン販売 7回

ウ その他の活動 余暇活動

・紅葉狩り 10月18日

・カラオケ 随時

憩いの場の提供

読書コーナー、喫茶コーナー、談話コーナー等

健康づくり

・卓球サークル 原則月2回（21回実施）

(2)機能強化事業 ア 就労活動 就労に向けた自己啓発活動

・就労に関する課題解決に向けた話し合い 随時

イ 座談会 うまっこ座談会

・日常生活に関する話題を皆で共有

※新型コロナウィルス感染症予防対策の為中止

（令和3年度よりﾋﾟｱｻﾎﾟｰﾄ、ﾒﾝﾊﾞｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞに名称

変更）

ウ 医療、福祉及び 連携状況

地域の社会基盤の連 ・相談支援事業関係者ミーティング

携強化及び調整 6月25日、8月19日、令和3年2月10日

・一関市乳幼児発達支援専門会議

10月28日

・医療ケア児等コーディネーター養成研修

10月28日、11月1日、12月12日、12月13日

・一関障害者生活支援プラザ研修会

令和3年1月14日

・一関市かるがも千厩教室モニタリング会議

令和3年1月25日

・くらし部会

12月2日、令和3年2月17日

・児童通所支援手続き等に関する説明会

令和3年3月1日

・宅老所せんまや運営推進委員会

6月24日、7月29日、8月29日、9月30日
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10月28日、11月25日、12月23日

令和3年1月27日、令和3年3月24日

エ 社会貢献活動 ・ペットボトルキャップ集め、エコキャップ運動

に参加

オ 地域ボランティア ・うまっこひろばでの各活動へのボランティアを

の育成 随時募集

カ 障がいに対する ・ホームページによる情報公開、パンフレット配

理解の促進を図るた 布、うまっこ通信発行および配布、他事業所や関

めの普及啓発促進 係機関のリーフレット等の掲示等

(3)相談支援事業 ア 一般相談支援 ・相談支援（実人数）

イ 特定相談支援 障害者 186人（昨年度比137人減）

ウ 障害児相談支援 障害児 14人（昨年度比6人減）

・相談支援内容（延件数）

訪問相談 1,050件（昨年度比1,751件減）

来所相談 4,791件 (昨年度比678件減）

電話相談 2,647件 （昨年度比38件減）

同行 297件 （昨年度比32件減）

個別支援会議 415件 （昨年度比11件減）

関係機関との連携 693件 （昨年度比149件減）

その他 102件 （昨年度比149件減）

合 計 10,195件（昨年度比2,951件減）

サービス等利用計画 （児童含）

新規計画 19件 （昨年度比 6件減）

更新 184件（昨年度比 18件増）

モニタリング 409件（昨年度比 46件減）

合 計 612件（昨年度比 34件減）

(4)人材育成 ア 教育実習生の受け

入れ

２ 施設備品等の整備
内 容 金 額 備 考

電話機子機増設 １２１千円

屋根塗装 ６４２千円

ＡＥＤ設置 月額５,２８０円 メンテナンス付きリース契約（７年）
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第8 健康支援

（１）定期健康診断実施状況 （単位：人）

項目 実施日 受検者数 合計 協力機関

学園 第二 WJF WJK

胃癌検診 5月27日 12 0 6 3 21 対ｶﾞﾝ協会

子宮頸ガン検診 6月18日、7月4日 0 0 7 0 7 予防医学協会

結核検診 6月17日 1 24 2 0 27 予防医学協会

基本健康診査 6月22日 24 54 10 5 93 予防医学協会

貧血検査 6月22日 11 4 6 11 32 予防医学協会

インフルエンザ予防接種 10月23日、11月13日、 38 55 32 30 155 藤沢病院

11月27日

内科検診 6月12日、12月4日、 82 116 33 29 260 藤沢病院

12月11日

歯科検診 9月10日、11月11日 38 56 35 129 千葉歯科医院、小家歯科医院

体重測定 毎月 43 58 39 140 施設内

血圧測定 毎月 43 58 101 施設内

（２）入院状況及び通院状況

【入院状況】 (単位：人)

施設名 実人員 延人員 入院日数 医療機関

ふじの実学園 8 13 240 藤沢病院､ 千厩病院、磐井病院、南光病院、岩手医大

第二ふじの実学園 11 13 278 藤沢病院、千厩病院、南光病院、岩手病院

ふじの花 8 12 216 藤沢病院、磐井病院、南光病院

合 計 27 38 734

※元年度数値 19 23 255

【通院状況】 (単位：延人数)

内 外 精 整 眼 耳 皮 歯 婦 泌 脳 神 出 ﾌｯ
区 分 科 科 神 形 科 鼻 膚 科 人 尿 外 経 張 ﾄ 合

科 外 科 科 科 器 科 内 診 ｹ 計

科 科 科 療 ｱ

ふじの実学園 96 13 131 16 12 12 49 53 4 8 16 91 11 512

第二ふじの実学園 141 34 256 16 10 10 129 10 21 6 146 779

ふじの花 167 18 120 1 25 8 11 34 13 19 7 423

合 計 404 65 507 33 47 30 189 97 17 48 7 22 237 11 1,714

※元年度数値 584 31 543 40 56 29 104 58 10 40 16 7 202 18 1,756

（３）看護師配置状況

施設名称 員数(人)

ふじの実学園 ２

第二ふじの実学園 ２

ワークジョイふじの実 １

ふじの花 １
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第9 給食活動

給食は健やかな身体の維持と精神の安定を図るうえでも不可欠な要素であり、生活の支援におい

て重要な意義がある。そのため栄養量の確保はもちろんのこと、心の通い合う給食に留意しながら

利用者の健康維持と、利用者のニーズにあった食事の提供を心がけ、嗜好調査、選択メニュー、誕

生日希望メニュー、行事食、外食、青空ランチ等を実施しました。

（１）令和２年度給与栄養量

ふじの実学園 第二ふじの実学園

エネルギー（ｋｃａｌ） 2,055（2,065） 1,928 (1,921)

たんぱく質 （ｇ） 79.1 （79.1） 75.0 (74.7)

脂質 （ｇ） 49.7 （51.8） 50.4 (50.1)

カルシウム （ｍｇ） 686 （679） 716 (710)

鉄 （ｍｇ） 11.5 （10.9） 10.5 (10.7)

ビタミンＡ （ｍｇ） 808 （817） 824 (818)

Ｂ１ （ｍｇ） 1.16 （1.20） 1.11 (1.10)

Ｂ２ （ｍｇ） 1.20 （1.21） 1.19 (1.18)

Ｃ （ｇ） 100 （117） 123 (121)

食塩 （ｇ） 8.7 （8.2） 9.2 (9.2)

（２）食数表 （人）

ふじの実学園 第二ふじの実学園

ソフト食 3 (4)

刻み食 5 (5)

粗刻み食 6 （7） 17 (15)

固い物 粗刻み食 5 （2）

果物スライス 5 （6） 8 (8)

骨取り 39 （40） 58 (46)

膵炎対応食

低Ｎａ血漿対応食 0 （1） 2 (2)

塩分制限食 4 （3） 12 (13)

痛風対応食 1 (1)

脂質制限食 1 （2） 4 (4)

胃潰瘍対応食

こんにゃくご飯 10 （8） 20 (17)

おかゆ 0 （1） 8 (6)

( )は令和元年度数値

（３）栄養士配置状況

施設名称 資格区分 員数(人)

ふじの実学園 管理栄養士 1名

第二ふじの実学園 管理栄養士 1名
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第10 利⽤者の状況
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社会福祉法人ふじの実会経営理念

一人ひとりの個性と人権を尊重し、安全で安心して暮らせる施設と

地域づくりをめざした「自立」を支援します。

１. 健康で充実した生活が出来るように支援する。

１. 利用者の思いと願いを良く理解し、日常生活を支援する。

１. 地域生活に向けた自立生活支援をする。

１. 家族、行政、企業、関係団体と連携し社会自立を支援する。

１. 全ての職員が、倫理、理念を尊重し、専門性を高め、

地域社会の一員として社会福祉の充実をめざす。

(平成16年9月14日制定)


